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1）研究目的 

高齢労働者の増加に伴い、職場における

転倒災害の予防は、労働安全衛生上の重要

な課題として位置づけられている。高齢労

働者の転倒は、加齢に伴う身体機能の低下

のみならず、既往歴、服薬、感覚機能、作業

内容、職場環境などが相互に関与して発生

するため、単一の身体機能検査だけではリ

スクを十分に捉えにくい。 

Occupational Fall Risk Assessment Tool

（OFRAT）は、就業中の転倒リスクを多面

的に評価可能なツールである。その短縮版

である OFRAT-5 は、評価時間を 2 分（10

項目から 5 項目に）に短縮することで現場

本年度は、高齢労働者の就業転倒リスクを簡便に評価する Occupational Fall 

Risk Assessment Tool 短縮版（OFRAT-5）と単回転倒・複数回転倒との関連を縦

断的に検証した。対象は、地域に在住する 65 歳以上の高齢労働者 666 名のうち

追跡調査が完了した 592 名とし、1 年間に発生した就業転倒を 0 回、1 回、2 回以

上に分類して OFRAT-5 との関連を解析した。その結果、OFRAT-5 の得点が高

い（2 点以上）と複数回転倒のリスクが増加していた。OFRAT-5 は複数回転倒を

経験する高リスク労働者の抽出にも有用である可能性が示された。 

また、本研究課題の成果物として転倒リスク評価システム（高年齢労働者のた

めの転倒リスクセルフチェック）を国立長寿医療研究センターのホームページに

公開した。 

なお、本年度の主要解析結果（「転倒回数」をアウトカムとした発生率比に基づ

く詳細な予測妥当性評価）や公開した転倒リスク評価システムのユーザビリティ

調査の結果については、原著論文として別途公表予定である。 
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での実用性を重視して作成されている。今

年度は、OFRAT-5 をスマートフォンやタブ

レット端末等で評価できるウェブ評価シス

テム（高年齢労働者のための転倒リスクセ

ルフチェック：図 1）を構築した。 

本研究では、就業中の転倒回数を 0 回、1

回（単回転倒）、2 回以上（複数回転倒）に

分類し、OFRAT-5 が単回転倒および複数回

転倒のリスク評価に有用であるかを検討し

た。転倒は偶発的な環境要因によって一度

だけ発生する場合がある一方、複数回転倒

は身体機能の低下や疾患、薬剤使用、視覚機

能低下などの内的リスクの蓄積をより強く

反映する可能性があるためである。 

なお、転倒回数をアウトカムとした発生

率比に基づく詳細な予測妥当性評価やウェ

ブ評価システムのユーザビリティについて

は、原著論文として別途公表予定である。 

2）研究方法 

A）研究参加者 

研究参加者は、国立長寿医療研究センタ

ーが実施した東浦研究、ならびに東京都健

康長寿医療センター研究所が実施したお達

者健診および板橋健康長寿縦断研究に参加

した 65 歳以上の地域在住高齢者のうち、月

4 日以上の有償就労を行っている者を対象

とした。ベースライン調査時に 666 名が登

録され、追跡期間中に同意撤回または転倒

報告の未提出等があった者を除外し、最終

的な解析対象者は 592 名とした。 

B）倫理面への配慮 

本研究は、ヘルシンキ宣言および文部科

学省・厚生労働省・経済産業省が定める「人

を対象とする生命科学・医学系研究に関す

る倫理指針」に基づいて研究計画書を作成

し、国立長寿医療研究センター倫理・利益相

反委員会および東京都健康長寿医療センタ



3 

 

ー倫理審査委員会の承認を得た上で実施さ

れたものである。 

C）アウトカム 

主要アウトカムは、12 か月間の追跡期間

中に発生した就業中の転倒であった。転倒

は、意識消失、麻痺、てんかん発作、他者や

車両との衝突等によるものを除き、本人の

意図に反して地面またはより低い面に倒れ

る事象と定義した。 

研究参加者には、転倒の有無、転倒日、転

倒要因、外傷の有無および外傷内容を 1 か

月に一度報告するよう求めた。 

D）OFRAT-5 

OFRAT-5 は、原版 OFRAT から、評価の

簡便性、統計学的関連性、および臨床的重要

性を考慮して抽出された 5 項目で構成され

た。 

評価項目は、1）過去 1 年間の転倒歴、2）

糖尿病の有無、3）転倒リスクを高める薬剤

の使用、4）主観的な視力不良、5）敏捷性の

低下であった。各項目は、該当ありを 1 点、

該当なしを 0 点として合計し、0 点を低リ

スク、1 点を中リスク、2 点以上を高リスク

に分類した。 

転倒リスクを高める薬剤は、抗パーキン

ソン病薬、抗認知症薬、抗精神病薬、抗てん

かん薬等の使用に基づいて判定した。視力

不良は、日常生活または仕事における視覚

上の困難感に関する自己申告から判定した。

敏捷性の低下は、8 回ステップテストの所

要時間が 10 秒以上である場合に該当あり

とした。 

OFRAT-5 のリスクカテゴリ（低、中、高

リスク）と就業転倒カテゴリ（0 回、1 回、

2 回以上）との関連は、多項ロジスティック

回帰分析を用いて検討した。従属変数は就

業転倒カテゴリとし、0 回を基準カテゴリ

とした。主たる独立変数は OFRAT-5 の 3

段階リスクカテゴリ（低リスク群を基準）と

し、年齢、性、身体的作業の有無を調整変数

として投入した。推定値はオッズ比および

95％信頼区間として示した。加えて、

OFRAT-5 リスクカテゴリを順序変数とし

て扱い、リスク段階の上昇に伴う傾向性を

検討した。 

3）研究結果 

A)解析対象者および就業転倒の発生状況 

解析対象者の年齢中央値は 75 歳、男性は

313 名（52.9%）であった。OFRAT-5 リス

クカテゴリの内訳は、低リスク群 325 名

（54.9%）、中リスク群 200 名（33.8%）、高

リスク群 67 名（11.3%）であった。 

12か月間の追跡期間中における就業転倒

カテゴリの分布は、0 回 509 名（86.0%）、

単回（1 回）転倒 47 名（7.9%）、複数回（2

回以上）転倒 36 名（6.1%）であった。 

B)OFRAT-5 と単回・複数回の就業転倒との

関連 

OFRAT-5 のリスクカテゴリを曝露、就業

転倒カテゴリ（0 回、1 回、2 回以上）をア

ウトカムとした多項ロジスティック回帰分

析の結果、低リスク群を基準とした場合、単

回転倒のオッズ比は、中リスク群で 2.04

（95％信頼区間：1.09–3.84）、高リスク群で

1.12（0.37–3.45）であった。複数回転倒の

オッズ比は、中リスク群で 1.51（0.68–3.36）、

高リスク群で 4.33（1.79–10.47）であった。 

OFRAT-5 リスクカテゴリを順序変数と

して扱った傾向性の検討では、単回転倒に

対する傾向性 P 値は 0.202、複数回転倒に

対する傾向性 P 値は 0.002 であった。 
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4）考察 

本年度は、OFRAT-5 と就業転倒との関連

を、0 回、1 回、2 回以上の 3 カテゴリに分

けて検討した。単回転倒は偶発的な環境要

因の影響を受けることがある一方、複数回

転倒は、身体機能、感覚機能、疾患、服薬な

どいくつかの要因が持続的に重なった状態

を反映しやすい。したがって、複数回転倒を

区別して解析したことは、職域で支援を優

先すべき高リスク者を把握するうえで意義

があると考えらえる。 

OFRAT-5 は、過去の転倒歴、糖尿病、転

倒リスクを高める薬剤、視力不良、ステッピ

ング能力という 5 項目から構成された。こ

れらは、転倒の既往、医学的背景、服薬、感

覚機能、動的バランス・敏捷性を簡潔に捉え

る項目であり、職場において実施負担と臨

床的妥当性の均衡が取れたスクリーニング

ツールになり得ると考えられる。身体機能

検査のみでは捉えにくい医学的要因を含め

た点は、高年齢労働者の転倒リスク評価に

おける重要な視点である。 

本研究では、OFRAT-5 の中リスク群は単

回転倒と関連し、高リスク群は 2 回以上の

転倒と有意に関連していた。この結果は、

OFRAT-5 が就業転倒の有無だけでなく、転

倒の反復性やリスクの重症度を段階的に反

映する可能性を示している。特に、高リスク

群では 1 回転倒との関連は明確ではなかっ

た一方、2 回以上転倒のオッズが有意に高

かった。これは、高リスク群の人は「1 回転

倒」にとどまらず、「2 回以上転倒」のカテ

ゴリに移行しやすい可能性を示している。

そのため、OFRAT-5 の高リスク群は、反復

転倒リスクの高い高年齢労働者を識別する

うえで有用である可能性がある。 

ウェブ評価システムは、スマートフォン

やタブレット端末で実施できるように構築

した。紙媒体での集計や判定に伴う負担を

軽減し、評価結果に基づくフィードバック

を標準化しやすくなったことから、

OFRAT-5 を職場で広く活用するための有

用なツールとなり得る。 

本研究にはいくつかの留意点がある。第

一に、研究対象者は地域コホートに参加し

た高齢労働者であり、特定の業種や職域へ

の一般化可能性は限定される可能性がある。

第二に、転倒情報および一部の OFRAT-5

の項目は自己申告に基づいていたため、想

起バイアスや報告バイアスの影響を完全に

は除外できない。第三に、複数回転倒の経験

者が少なかったため、多項ロジスティック

回帰モデルの安定性が低下している可能性

がある。そのため、推定値の大きさには一定

の注意を要する。今後は、より大規模なサン

プルにおいて、OFRAT-5 と転倒回数との量

反応関係を検証する必要がある。 

また、今後の展望として、業種別・作業内

容別の妥当性をさらに検証するとともに、

OFRAT-5 に基づくリスク通知、修正可能な

因子を是正する介入が、実際の転倒災害を

減少させるかを検証する必要がある。 

5）結論 

OFRAT-5 は、地域に在住する高齢労働者

において、単回転倒および複数回転倒を予

測していた。ウェブ評価システムは、職域に

おける転倒予防対策の実装を促進する上で

実用性の高い評価ツールとなりうる。現在

これらの成果の詳細をまとめ、国際誌に投

稿中である。 
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6）健康危険情報 

なし 
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8）知的財産権の出願・登録状況 

Ａ）特許取得 

なし 

Ｂ）実用新案登録 

なし 


